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ものもらいで眼帯は必要か？


眼病の方の目を覆うために用いる眼帯は、視力の発育過程にあ　　　る乳幼児から10歳くらいまでの子供の場合、形態覚を完全に遮断する為、短期間でも弱視を引き起こす事があります。１日でも眼帯で覆ってしまうと、矯正しても充分な視力が出ない目になる可能性が高いそうです。大人でも、よほど重症である場合や手術後、医師に指示された場合以外しなくても大丈夫です。








自然消滅
































メガネ








●その1・麦粒腫（ばくりゅうしゅ）


まぶたの中に細菌が入り込み炎症を起こすもので、膿がたまったり、　しこりが残ったり、ひどい痛みがある場合に手術をする事があります。





●その2・霰粒腫（さんりゅうしゅ）


まぶたの中に脂肪がたまり、しこりとして感じるもので、炎症を起こしたり異物感が有って不快に感じたり、見た目が目立ったり、ときどき赤く腫れたり、視力に影響がある場合は、手術で取り除いてしまう事があります。


☆基本的には、傷痕は残りません。


局所麻酔の点眼ないし注射をまぶたにして、まぶたの裏側あるいは外側から切開し、特別な場合を除いて皮膚は切開しないので傷痕は残りません。又、麻酔をかけているので、手術そのものは痛く有りません。


　☆手術の時間は5～30分程度、麻酔が切れると痛む場合があったり、


　　内出血のあおあざが出来る事がありますが、１週間程度で治ります。

















①まぶたの清潔を心掛ける


　まつ毛の根元はもともと雑菌がたまりやすい場所なので、汚れた手指やタオルで目をこすらない様に。前髪がかからない工夫も大切。


②アイメイクはほどほどに


　濃いアイラインは避け、メイクを落とす時はまつ毛の根元に蒸しタオルを当ててメイク料を浮き上がらせ、良質のクレンジングでアイラインやマスカラなどのメイク料をきれいに拭き取る事。


③食べ物に気を付ける


　刺激の強い辛い物、炎症を起こしやすいエビ、カニなどの甲殻類、ピーナッツやアイスクリームなどのカロリーの高い食品、炎症を悪化させる作用のあるアルコールなどはほどほどに。


④コンタクトレンズの正しいケア


　コンタクトレンズを装着したりする時は、清潔な手指で行い、レンズ自体もきれいに清浄したものを用い、正しいケアを毎日行って、しっかり管理する事。























ものもらいになりやすい体質の人は、手術をしても再発や他の場所での発症をくり返す場合があります。
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●その1・麦粒腫（ばくりゅうしゅ）


一般的には、抗菌の点眼薬や軟膏を用いてこれ以上の化膿を防止し、場合によっては抗菌物質の飲み薬を服用する事もあります。かゆみが強い時は、目の周りを清潔なタオルなどで冷やし、かゆくても目をこすらない様にします。


又、目の周りを清潔にし、洗顔には刺激の弱い物を用い、手指を清潔にして目をこすらない事も大切です。


女性の方はアイメイクをひかえ、コンタクトレンズを使用している方も装用をひかえましょう。


点眼薬や軟膏で治療を続ければ、殆どの場合、１週間くらいで回復します。切開して排濃するのはまれです。

















●その2・霰粒腫（さんりゅうしゅ）


毎日数回、温湿布を行うと治癒が始まります。


　治療しなくても１ヶ月程で消失する事がよくあります。


　しこりが大きくなり、角膜を圧迫する可能性があれば、乱視の原因になったりと目の健康に良くないので、局部麻酔をかけて手術で切開します。


しこりのまわりに副腎皮質ホルモンの注射をして吸収させる方法もあります。

















①まぶたの清潔を心掛ける


　まつ毛の根元はもともと雑菌がたまりやすい場所なので、汚れた手指やタオルで目をこすらない様に。前髪がかからない工夫も大切。


②アイメイクはほどほどに


　濃いアイラインは避け、メイクを落とす時はまつ毛の根元に蒸しタオルを当てて、アイラインやマスカラなどのメイク料をきれいに拭き取る事。


③食べ物に気を付ける


　刺激の強い辛い物、炎症を起こしやすいエビ、カニなどの甲殻類、ピーナッツやアイスクリームなどのカロリーの高い食品、炎症を悪化させる作用のあるアルコールなどはほどほどに。


④コンタクトレンズの正しいケア


　コンタクトレンズを装着したりする時は、清潔な手指で行い、レンズ自体もきれいに清浄したものを用い、正しいケアを毎日行って、しっかり管理する事。

















洗顔











